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利用定員が指導訓練室等スペースとの関

係で適切か。

法令に遵守したスペースを確保しています。活動の目的に合わせ

たスペースを設定し、落ち着いた環境で取り組めるように配慮し

ています。

職員の配置数は適切か。

内容 No. チェック項目 根拠の記載

児童発達支援・放課後等デイサービス　事業所内自己評価及び従業員評価

子どもの適応行動の状況を図るために、

標準化されたアセスメントツールを使用

しているか。

活動プログラムの立案をチームで行って

いるか。

平成29年4月開所後、適宜利用者さま、保護者様からの聞き取り

を行いつつ改善を行ってきました。年度末にアンケートを実施

し、結果や改善状況、今後の取り組みについて保護者様にご報告

させていただきました。

この自己評価の結果を、事業その会報や

ホームページ等で公開しているか。

紙面にて保護者様に配布するとともに、ホームページでの公開を

行っております。

業務改善を進めるためのPDCA（目標設

定と振り返り）に、広く職員が参画して

いるか。

業務に関しては、各自担当をもって実施し、スタッフ間で支援を

振り返り、必要に応じて業務改善を行っております。

保護者等向けの評価表を活用する等によ

りアンケート調査を実施して保護者等の

意向等を把握し、業務改善につなげてい

るか。

法令で必要とされる配置数に加え、児童指導員または指導員、保

育士を1名以上配置（常勤換算による算定）しています。

事業所の設備等について、バリアフリー

配慮が適切になされているか。

視覚的支援やレイアウトの見直しなど、利用者様に合わせた環境

設定をしつつ、楽しく通っていただけるよう明るく楽しいファシ

リティを取り入れています。また、角カバーやドアノブカバー、

手すり等の十分な安全対策も行っております。

定期的なミーティングや、事例検討会をチームもしくは担当職員

複数名にて行い、プログラムの立案を実施しております。

活動プログラムが固定化しないよう、工

夫しているか。

利用者さま一人ひとりの特性や気持ち・興味に合わせて楽しく効

果的に学べる指導を行いつつ、集団療育の機会ではそれぞれの課

題や目標設定を見失わずに気づきの体験や成功体験を積めるよ

う、多数のスタッフが指導にあたっております。

業

務

改

善

計画期間ごとにアセスメントを取った上で個別支援計画を作成し

ています。また、統一したアセスメントシートを使用していま

す。

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所内研修、外部研修、施設見学を実施し、その後も適宜研修

を行っております。

アセスメントを適切に行い、子供と保護

者のニーズや課題を客観的に分析した上

で、個別支援計画を作成しているか。

第三者による外部評価を行い、評価結果

を業務改善につなげているか。

現在は、利用者、社内の2者評価をとっております。第三者によ

る外部評価につきましては、今後必要に応じて実施を検討してま

いります。

職員の資質の向上を行うために、研修の

機会を確保しているか。

行っている。

子ども一人ひとりの特性

や興味に合わせるなど、

工夫している。

個別支援計画書を作成し

ている。アセスメント

ツールも取り入れてい

る。

従業員評価

適切と思われる。活動の

目的に合わせたスペース

がある。

適切。法令以上の配置を

行っている。

バリアフリーになってい

る。また角等に安全カ

バーがなされている。

施設内で決まったこと等

は、他の職員にもしっか

り共有されている。

保護者向け、従業員向け

にアンケートを取り、そ

の結果の改善等を行い、

共有している。

公開している。

事業所内・外部研修を取

り入れている。
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毎回、プログラム、スタッフの役割、注意事項などを確認してい

ます。また、体調やご家庭の状況、学校や保育園幼稚園での様子

等指導に関わる細やかな変化についても職員間にて情報共有を

行っております。

支援終了後には、職員間で必ず打ち合わ

せをし、その日行われた支援の振り返り

を行い、気づいた点を共有しているか。

参加できるスタッフ全員で行い、送迎やシフト等で参加できない

職員に関しては管理者又は児発管が責任をもって共有を図ってお

ります。

平日、休日、長期休暇に応じて、課題を

きめ細やかに設定して支援しているか。

平日は個別課題を中心に設定し、休日や長期休暇は個別課題に加

えグループ活動、共同制作等をきめ細やかに設定しています。

子どもの状況に応じて、個別活動と集団

活動を適宜組み合わせて個別支援計画を

作成しているか。

アセスメントや個々のニーズや課題に合わせて活動内容を検討

し、計画にも反映しています。

医療的なケアが必要な子供を受け入れる

場合は、子どもの主治医等との連絡体制

を整えているか。

看護師等のサポートの必要なお子さま（医療的なケアが必要なお

子さま）は、現在ご利用していません。必要な事例がありました

ら、保護者様と医師と連携を図り、適切な判断、対応を行ってま

いります。

就学前に利用していた保育所や幼稚園、

認定こども園、児童発達支援事業所等と

の間で情報共有と相互理解に努めている

か。

新１年生のご利用前には、カンファレンス等に参加し、就学前の

事業所と情報交換を行っております。

適

切

な

支

援

の

提

供

学校等との相互間の情報共有及び支援内容共有を積極的に行って

おります。

障害児相談支援事業所のサービス担当者

会議にその子どもの状況に精通した最も

ふさわしい者が参画しているか。

管理者及び児童発達管理責任者の２名体制にて参加もしくはどち

らかが参加しています。

学校等との情報共有（年間計画・行事予

定等の交換、子どもの下校時刻の確認

等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブ

ル発生時の連絡）を適切に行っている

か。

常勤職員（管理者・児童発達管理責任者・児童指導員・保育士）

が日々の様子を取りまとめ、定期的にモニタリングを行い、個別

支援計画の見直しを行っております。

ガイドラインの総則の基本活動を複数組

み合わせて支援を行っているか。

ガイドラインの基本活動として、ア）自立支援と日常生活の充実

のための活動、イ）創作活動、ウ）地域交流の機会の提供、エ）

余暇の提供の4項目があげられますが、当事業所では、ア、イ、

エの組み合わせを中心に個々のお子さまのニーズや課題に対応で

きるよう支援しております。また、ウに関しては町会に加入し、

お祭り等の参加等機会があれば参加をしております。

日々の支援に関して正しく記録をとるこ

とを徹底し、支援の検証・改善につなげ

ているか。

日々のサービス提供の記録をもとに、プログラムや個別支援の検

証や改善につなげています。

定期的にモニタリングを行い、個別支援

計画の見直しの必要性を判断している

か。

支援開始前には職員間で必ず打ち合わせ

をし、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認をしているか。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

支援している。

個別活動と集団活動の両

方を組み合わせて作成し

ている。

当日の職員はもちろん、

休みの職員にも共有され

ている。

振返りの内容を休みの職

員にも共有されている。

その日の支援を記録し、

検証や改善につなげてい

る。

判断している。

組み合わせて支援を行っ

ている。

参加している。

学校等との共有、連絡を

まめに行っている。

医療的なケアが必要な子

供の受入れは今はない。

情報交換等を行ってい

る。
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定期的に会報等を発行し、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報を子どもや保

護者に対して発信しているか。

FaceBookにて日々の活動の報告をさせて頂いておりますが、不

定期になりがちですので、来年度からは定期的にご報告できるよ

う努めます。また、保護者会や各面談時に必ず発信しておりま

す。

個人情報に十分注意しているか。

個人情報の記載された書類及び記録データ媒体（USB）は、鍵付

きキャビネットに保管しています。また、個人情報にアクセスで

きるパソコンにはパスワードを設定しています。

運営規定、支援の内容、利用者負担等に

ついて丁寧な説明を行っているか。

契約時に説明をするととに、事業所内にも掲示しています。個別

の具体的な質問があった場合には、都度ご説明をさせて頂いてお

ります。

保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を

行っているか。

ご相談を頂いたことに関しましては、可能な限り助言と支援をさ

せて頂いております。

子どもや保護者からの苦情について、対

応の体制を整備するとともに子どもや保

護者に周知し、苦情があった場合には迅

速かつ適切に対応しているか。

事業所に、受付者、解決責任者を定め、苦情（その可能性がある

場合も含む）があった場合には、調査をしたうえで、迅速かつ適

切に対応に努めています。

（地域自立支援）協議会等へ積極的に参

加しているか。

新宿区障害児通所支援事業所連絡協議会に所属し、積極的な参加

を行っています。

日頃から子どもの状況を保護者と伝えあ

い、子どもの発達の状況や課題について

共通理解を持っているか。

ご来所時、送迎時、連絡帳、懇談会などで保護者様に報告をし、

共通理解を図れるように努めています。

保護者の対応力の向上を図る観点から、

保護者に対してペアレントトレーニング

等の支援を行っているか。

ご家庭での対応方法について随時、情報提供を行っております。

学校を卒業し、放課後等デイサービス事

業から障害福祉サービス事業所等へ移行

する場合、それまでの支援内容等の情報

を提供する等しているか。
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保

護
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へ

の
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父母の会の活動を支援したり、保護者会

等を開催する等により、保護者同士の連

携を支援している。

今年度は児童発達支援では親子遠足・保護者会を実施し、放課後

等デイサービスでは親子吹奏楽鑑賞会を行いました。

現在、対象事例はございませんが、カンファレンス等で支援内容

などの情報提供に努めます。

児童発達支援センターや発達障がい者支

援センター等の専門機関と連携し、助言

や研修を受けているか。

適宜、助言を頂いたり、研修に参加させて頂いております。

放課後児童クラブや児童館との交流や、

障がいのない子どもと活動する機会はあ

るか。

地域交流については、限られた時間の中で実施が難しいことか

ら、実施をしていません。ただし、外出時は地域の子どもたちが

参加する場所に積極的に出かけるなど、一緒の空間で過ごすこと

を大切にしています。

現在、左記の利用者はな

し。

連絡を図り、研修も受け

ている。

交流は時間的に実施が難

しいが、外出時は地域の

子どもたちが参加する場

所にも行っている。

参加している。

送迎時、連絡帳、懇談会

等でお子さんの様子を伝

えている。

随時情報提供を行ってい

る。

契約時に説明している。

また事業所内にも掲示し

ている。

適宜行っている。

親子遠足や保護者会を開

催している。

苦情があった場合は、調

査し、迅速かつ適切に対

応していく体制が整って

いる。

発信している。

事務所の鍵付キャビネッ

トに保管している。
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障がいのある子どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配慮をしている

か。

個々の状態やご希望にあわせて、視覚支援（絵カード・写真）等

のツールを用いて意思の疎通や情報伝達を行っております。

事業所の行事に地域住民を招待する等地

域に開かれた事業運営を行っているか。

町内会に所属し、事業所行事を行う際にはご招待させていただ

き、快く参加、協力して下さるお話をさせて頂いております。

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対策マニュアルを策定し、職

員や保護者に周知しているか。

マニュアルを整備し、保護者様に対しても職員に対しても周知徹

底を行っております。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

ケガや事故があった場合、保護者に報告

しているか。

状況を細かく説明し、謝罪及び今後の対応を含めお話しさせてい

ただいております。

どのような場合にやむを得ず身体拘束を

行うかについて、組織的に決定し、子供

や保護者に事前に十分に説明し了承を得

たうえで、個別支援計画に記載している

か。

身体拘束に関しましては雇い入れ研修で共通認識が持てるよう指

導しています。身体拘束を行うことなく対応できるスキルと環境

整備を行ってまいります。

食物アレルギーのある子どもについて、

医師の指示書に基づく対応がなされてい

るか。

医師の指示のもと、保護者様からのご報告に基づいて対応してお

ります。すべてのお子さまについてアレルギーの有無を確認し、

該当物質との接触がないように留意しております。

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内

で共有しているか。

ヒヤリハット事例が起こった場合、報告書を作成し、職員間で共

有しています。

非常災害の発生に備え、定期的に避難、

救出その他必要な訓練を行っているか。
適宜、様々な状況下における避難訓練等を実施しております。

虐待を防止するため、職員の研修機会を

確保する等、適切な対応をしているか。
マニュアルを策定し、雇い入れ時研修の際に徹底しております。

非

常

時

等

の

対

応

配慮している。

町内会に所属してる。

マニュアルを整備し、周

知している。

適宜行っている。

マニュアルを策定し、入

社時に伝達している。

している。

共有している。

アレルギー児を把握し、

該当物質との接触がない

ようにしている。

状況の説明を行い、報告

している。


